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階級、人種、エスニシティ

一一マルチカルチュラヲズムとみckand the Beans的1k一一

谷口秀子

1 .マルチカルチュラリズムとおとぎ話

多様な人種とこにスニシティが存在する国々において、多様性を噂重することの重要性が

諒議されたのは、決して最近のことではない。しかしながら、このような多様性会奨励す

る文化多元主義（culturalpluralism）の理傘のもとでも、実際には議々な差別講造が存在

した。そのため、このまた況を改善するために、すべての人々に平等な権利を認めた上で、

教育や社事の場において、人積、エスニシティ、宗教、 a性別、性的指向、苦援などに見ら

れる、人々の間の多様性を尊議する多文化主義（multiculturalism）の動きが、近年、アメ

リカ、イギリス、カナダなどの国々で盛んになっている。 (1)

よく設まつれるように、おとぎ謡は、その成立過程や詩話者の窓閣によって、男性、白人、

中産暗殺、キラスト教徒中心の因習的な価値鰻を提示していることが多い。そのため、お

とぎ揺は、現代lζおいては、文化の多様性を尊重するという理念北従って、様々な視点か

ら語号泣され、多様な儲笹観を提~することになった。その中心的なものは、 1970 年代以

降のフェミニストの作家による、女性の視点からのおとぎ話の諮り産しであり、これは、

一定の成果をあげている。また、女性の視点以外にも、女性と同じく、それまで、白人の

キジスト教徒の中産階級の男性の価値観が主流であった社会における f飽者jに甘んじて

いた人種の人々や文化などに配議したおとぎ話の鵠ち哀しも珍しくなくなっている。

現在、多文化主義教育の現場において、おとぎ話が教材として用いられることが少なく

ない。例えば、英米の小学校では、もとのおとぎ話と語ち寵されたおとぎ話を説み比べて、

ジェンダー安はじめとする多様な文化の問題を考える授業が緩んである。小論では、おと

ぎ話のぬckand thθBeanstalk (fジャックと立の木~）と fジャックと立の木J を多文化

主義の立場から語ち直した作品とを比較検討し、文化の多元性とおとぎ話について、階級、

人種、エスニシティの観点から考察する。（2)
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2. おとぎ結としてのみckand扮＇eBeanstalk 

2. 1. Jaco除の再話によるみckand the Beanstalk 

イギヲスに起源を持つみckand the Beanstalkザジャックと立の木』）は、『シンデレラJ

や f白雪姫jと並んで、現在、最も親しまれているおとぎ話のひとつである。現在広く読

まれている fジャックと廷の木』は、 JosephJacobsの再話によるものであり、話90年に

出版された EnglishFa企ア路島＇8lζ収録されている。この本は、Pu箆nBooksやEveryman's

Libraryの一時にも加えられ、現在でも多くの人たちに読まれている。また、 fジャックと

豆の木Jの物語は、絵本としても数多く出版されているが、やは号、 Jacobsによる再話を

下敷きにしていることが多い。このため、小論では、一般的に知られている rジャックと

立の木』として、 Jacobsの再話による rジャックと涯の木Jを用いる。（3)

fシンヂレラJなどの、女性が主人公の物語の場合、最も重要視されるのが主人公の美

しさであり、設女の従順さや忍耐が糞饗されるべき美徳とされる。また、多くのおとぎ話

のとロインは、自分の力で苦壌から逃れるのではなく、誰かが助けてくれるのを待つばか

りの受け身の女性であることが多い。彼女たちの到達点は、ほとんどの場合、結婚であり、

その結婚は、理屈抜きに、未来永劫に続く幸せを稜女と夫にもたらすものとされる。

rジャックと立の木Jの主人公は、男性である。男性が主人公のおとぎ話の場合は、

人公の容姿や性格はあまり問題にされず、主人公は、詣分の行った行為によって評縞され

る。男性の主人公は主体的に行動し、多くの場合、その行動の報償として策しい女性との

結婚が用意される。この場合、援にとっての到達点は、女性の場合とは違って、結婚では

なく、社会での成功や自己実現や経済的および階級的上昇である。 ω

fジャックと立の木jにも、上で述べたような男性会主人公とするおとぎ話のパターン

が当てはまる。女性の主人公の場合とは異なり、 Jack（ジャック）の審姿には全く普及が

ない。また、女性の場合は、性格の良し悪しや積極性や行動力の宥無が聖女であるヒ泣イ

ンと悪女〈魔女）である悪役の女性とを分ける要素となっているが、このような性格につ

いての苦及は、ジャックの場合、なされていない。ただ、ジャックが；怠惰で愚かであると

いうことが諮られるのみである。

物語の出だしの部分で、ジャックは、愚かで、教義もない人物として強く印象づけられ

る。ジャックの懸かさは、離卒者立粒と交換する場顕だけではなく、その前の、生活の糧

である難牛が季しを出さなくなった場面にも表れている。この場面で、ジャックと母裁は、

収入の手段を失い、途方に暮れる。ジャックは、在分が仕事を見つけに行くからと習って

母親を慰めようとする。しかしながら、ここで、母親が、ジャックがこの前も仕事を見つ

けようとしたが維も麗つてはくれなかったことに言及し、ジャックの無能さや，官、情さが暗

に示される。ジャックは、それ以上の対策を積極的に考えることはなく、母親の方が、雄

牛を売ってそのお金で賠か何かを始めること金提案し、ジャックは、母親の提案に従って、
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錐牛を売りに行くことになる。一般的に震って、おとぎ揺の男投主人公は、知恵が回る賢

い人物が多いのであるが、ジャックに関しては、生活iこ狩き詰まった時に、主体的に打開

策を思いつく知患を持ち合わせていない主人公として掛かれているのである。

ジャックの懸かさは、奇妙な老人の言葉に乗せられて、この大切な雌牛〈諸説y-w泌総〉

安、豆の粒と交換する場面でさらに強調される。この場麗でジャックは、あまりにも厳か

なため、老人の策絡に乗せられて、まんまと雑牛をだまし取られているように見える。 r:a
粒がいくつあったら 5粒になるか知ってるかい？ J （“I wonder if you know how many 

beans make five.＇’（p. 66））という馬鹿げた質問に、ジャックは f両手に2粒ずつ、口の中

iこ1粒J（“'l¥vo in each hand and one in your mouth.”（p. 66））と持窓満額に答える。

入のfお前はとても頭がいいから、錐牛とこの立とを交換してやってもいいぞJ（“As you are 

so sh舷 p,I don’t mind doing a swop with you - your cowあrthese bea問プ（p.66））と

いう苦紫に、ジャックは、少しはいぶかしく J患ったものの、老人の巧みな話術によって、

それが魔法の立であると信じてしまい、雄牛と豆令交換してしまうのである。このような

ジャックの惑かさは、帰宅後、母親によって厳しく糾弾される。母親は、食べるものが何

もない状懇でこのような馬鹿げた行為を行ったジャック者 f潟鹿L fうすのろん f大まぬ

けJ（“a fool＂，“ a doltぺ“ani説。t”（p.67））という言葉を使ってなじり、立を躍に投げ捨

てるのである詰

ジャックの愚かさについての描写や言及は、翌朝、立の木が天まで伸びて以降、一切行

われなくなる。訪を覚ましたジャックが、立のつるが天まで届くほど伸びているのを知る

と、物語の語り手は、 fあの男は、やはり、本当のこと合言っていたのですJ（“So the man 

spo恥 truthafter all." (p. 67) ）と述べて、老人の詰ったことが真実であったことを強調す

る。ここで、ジャックがあまり北も愚かなために、 f魔法の立J（“magic beans”〕であると

じてしまったことが、結果としては、正しかったということになるのである。

潜入の立が本当記議法の立であったことがわかった時点から、『ジャックと立の木jの中

に見られる儲寵観に逆転が起こるようになる。雄牛と豆を交換するほどの懸か者のジャッ

クが豆の本を去をり切った雲の上にある大男の家で示す勇気と機較は、それ以前のジャック

の懸かさを微塵も感じさせはしない。すなわち、だまされて錐牛と立を交換するほどの愚

か者であるジャックと立の木を上った護の上にある大男の家に着いてからのジャックには、

別人と思われるほどの大きな隔たちがあるのである。ジャックは、大男の夫婦を前にする

と、雌牛と買を交換した特に見せたような愚かな様子を見せないどころか、繁い知恵と状

況判断力を発捧するのである。

おとぎ話の定誌ではあるが、この天上に住b大男は、何の説明もなく、 f人食い鬼J（“o炉e"

(p. 68））と断定されている。大男の残1設で非道な議子は、入食いへの言款によって、織り

遮し強く印象づけられる。部えば、大男の家で食事をおだるジャァクに対して、大男の棄

は、夫は人間の男の子が大好きな人食い5急であるから、すぐに逃げるようにと忠告する。

（“My man is an ogre and ther1的 nothinghe likes better than初yabroiled on toast. 
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You'd better be獄。vingonorhe’11be coming.＇’匂.68））また、大男が、隠れているジャッ

クのにおいを暁ぎつけて口iこする、 fイギヲス人の血のにおい／生きていようと死んでいよ

うと／そいつの骨安パンにすち込んでやるJ（幻（＂Ismell the blood of an Englishman,/ 

Be he alive, or恥 hedead,/1'11 have hisるonesto炉支idmy bread.”（p. 68））という言葉

は、人間の肉安食べて残った骨までも金い尽くすという、大男の残虐殺と非人間註をさら

に強調する。大男の残酷非道な食入癖は、ジャックのにおいを？嘆ぎつけた大男から設を守

るために、大女が言及する、大男が昨民会ベた入関の男の子の話によって、より具体的に

なり、大男の非人間性がさらに強調される。〈“Orperha予syou smell the scraps of that 

little boy you liked so much for yesterdザsdinner." (p. 68) ) 

大男が金賞者数えながら蹴ってしまうと、ジャックはオーブンからこっそりはい出して、

金貨の袋を奪って逃げる。立の木をと伝って家に着くと、ジャックは母親iこ、これまでのい

きさつを締札金貨を見せ、自分が雑牛と交換した魔法の立の威力を誇らしげに諮る。

〈“Well,moth問 W部 n'tI right めoutthe beans? They are really magical, you see.＇’（p. 

68））この場面において、ジャックと母親の力関係は完全にi笠松し、もはや、ジャックi士、

母親にしかられる態か者ではない。この後、母子のうち、物語の中で言葉を発するのはジ

ャックのみで、この場面を境に、母親は一切発設をしなくなるのである。

大男の家へのジャックの再度、再々度の訪問は、ジャックの冒険心と同時に、被のとど

まるところを知らない食欲さを示している。ジャックは、大男の定物全特うという明確な

意留を持って豆の木を主義っていくのである。大男の家から戻ってしばらくすると、奪った

金貨は底さどっき、ジャックはもう一度立の木のてっぺんまで行って運を試そうとする。ジ

ャックは、この金貨を元手に店を始めるのでもなく、ただ漫恭と金貨に頼って生活し、金

貨がなくなると、新たな識を求めて、持び立の木を諮るのである。

ジャックは、もはや以前の態かなジャックではない。大郊の棄が再び様れたジャックを

見て、以前金貨の袋を盗んでいった男の子ではないかと疑った時には、素早い機転殺事jか

せて話をはぐらかし、事なきを得る。大男の家では、前回と問じことが繰り返され、大男

が寝ている関に、ジャックは、今度は金の卵を産む雄鶏（“自ehen that lays the golden 

eggs”（p. 70））を盗んで、家に帰る。雄鶏i立、ジャックが卵を産めというたびに、次々と

金の卵を産み、彼は審議ど得るのであるが、ジャックはこれに満足せず、ジャックのさらな

る食欲さは、後を再が立の木に登らせるのである。（“Well,Jack was not content, and誌

wasn’t lon客beforehe determined to have another try at加Bluck up there at the top of 

the beanstalk.持（p.70)) 

会欲なジャックは、三度闘にはさらに機転を利かせる。直接大男の家には行かず、大男

の棄が水くみに出かけた関に家に入ち込み、今農はオープンではなく、大がまの中に擦れ

るのである。大男と棄が戻って来て、ジャックのにおいを暁ぎ取り、金貨と金の卵を産む

雌鶏を盗んだ男の子がまた来たのではないかと、オーブンの中を探すが、ジャックは、大

がまの中にいたため、難を逃れる。ジャッタは、大男が眠りこんでしまっている際に、今
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度は金の竪琴（goldenharp (p. 71））を盗もうとするが、竪探が fご主人様！ご主人様！ J 

〈“Master!Master！持（p.71））と大声で叫んだため、大男に追いかけられる。ジャックは、

立の木を指い降りて家の近くまで逃げ帰ると、再び知恵を畿かせ、持で豆の木会切り倒し、

立の本を下っていた大男を死に韮らしめる。

fジャックと廷の木』の結束iこおいて、ジャックが経済的北大変豊かになったこととお

姫様と結捧したことが諮られる。持ち主の大男がいなくなったため、宝物は完全にジャッ

クのものとなる。ジャックと母親は、ジャックが持ち婦った金の卵安産む雄鶏と竪琴を棟

って大金持ちにな号、ジャックはついにはお姫犠と結婚して、生涯事せに暮らす。ここで

強調されているのは、ジャックの社会的な成功とその報賞としてのお姫識との結婚という、

社会搭級の上昇なのである。

fジャックと母親は、大変金持ちになりました。そして、ジャックは、立諜なお姫様と

結婚して、ふたりはいつまでも幸せに暮らしましたJ（“Jack and his mother became very 

rich, and he married a great princess, and they lived happy ever after." (p. 72））という

Fジャックと立の木』の結束は、 fシンデレラjなどのおとぎ話北おいて、ピ担インが王子

に見初められて結婚した後の、 fふたりはいつまでも幸せに暮らしましたJ（“and they lived 

h予予ilyever a色紙づという結末の常套句を思い謡こさせる。ここで、貧しいジャックは、

冒険の報麟として、金貨と金の維鶏と金の怒琴を苧に入れ、経済的に蟻かになる。このジ

ャックの経済的な上昇は、ついには、立派なお姫様と結婚することによって、社会的な上

昇、すなわち、社会階級を上ることへとつながるのである。

このようなジャックの翠験物語i士、大男が絶対的な懇であり、ジャックが絶対的な善で

あるという了解がなければ、単なる搾敢と略奪の物語になる危険性があち、帝関主義時代

の植民地北おける先進国による搾取の構造と護なる恐れすらある。その危険を競いでいる

のが、大男の許されざる食入癖なのである。その食人癖こそが、ジャックと大男を善と患

に臨てており、大男を絶対的な f能者j に仕立て上げ、ジャックが大男の宝物全奪い、さ

らには命までも奪うことを正当イとする根拠となっているのである。

2，乏．低年齢見向け絵本のみckand the Beanstalk 

fジャックと立の;1寸は、今日でも絵本の形で数多く出版されている。ほとんどのもの

は、 Jacobsの fジャックと衰の本jの物語と詰i玄関じ筋である。イギリスで抵年齢の子ど

もを対象に出版容れている抗rstFairy Tales （初めてのおとぎ話）シヲーズもそのうちの

ひとつである。

「初めてのおとぎ話Jシリーズの rジャックと豆の木Jは、基本的には、 Jacobsの『ジ

ャックと立の木Jを踏襲しているが、時代の速いや低年齢の子ども向けということもあり、

多タの変更が加えられている。ジャックが雌牛と豆を取り代える場崩では、市場に行く途
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中で出会った男は、ジャックに対して、 f豆を蒔けば、つるが夫まで伸び、その豆の木を護

っていくとたくさんの宝物が手に入るJ（“If you plant them[the beans], they'll grow給 the

北部 Then you can climるu安andget lots of tre紛 ure！”） (6）と怯え、ジャックが宝物を手

に入れることが当然であるという印象を与えるようになっている。

また、 JacobsのFジャックと立の木jでは強調されていたジャックの愚かさについては、

ここではあまち強調されない。豆の木を諮った後のジャックの行動や大男と大女の様子に

ついては、若干の変更はあるものの、 Jacobsの再認と概ね問じである。この f拐めてのお

とぎ話j シヲ…ズの絵本においても、大女の fうちの昆那は大男だよ。朝ご飯には人間の

男の子を食べるんだよj （“証yhusband is a giant ... and he ea臼boysfor brea主fast.”（p.

13））という苦楽や、大男がジャックのにおいを暁ぎつけて fイギジス人の血のにおいがす

るJ（“Fee fi lo fum! I smell the blood of an English man!' (p. 15））と言うことなどに

よって、人間を食べる大男の邪悪さと恐ろしさが印象づけられている。もちろん、低年齢

の子ども向けということもあり、 Jacobs按に見られる残酷な記述は削徐されている。

さらに、ジャックが雌牛を豆と交換する時点で、宝物が手にはいることが当然の結果と

考えられているので、 Jacobsの作品に対して現代の読者が感じ取るジャックの食費支さと略

奪のイメージが弱まっていると言える。このような配慮は、物語の結末にも見られ、 Jacobs

の F~ャックと肢の木J にあるような、ジャックと母親が、金の卵を売ったり、人々から

お金をとって金の竪琴会聞かせたりして、大金持ちになったという記述も、お姫様と結婚

したというエピソ…ドもなく、あくまでも、貧しくて食べるものもなかった親子が、金の

卵を産b雑鶏と金の竪琴のおかげで、事せになったということが強く印象づけられるよう

になっているのであ

3 . Jack and the Beans ta I kと社会階級

よく知られている fジャックと立の木』では、ジャックは貧しく愚かな少年として物語

に撃場する。もっとも、ジャックは、大男の家に着いた途端、別人のような機転や知恵を

示すものの、基本的には、無教義な懸か者として設定されている。

貧しいジャックが簡を得て、最後にはお姫様と結婚するという fジャックと立の木jの

物語は、ある意味では、ジャックの社会階級の上昇の物語と読み替えることも出来るであ

ろう。また、ジャックは、豆の木を護って腎！換を重ねるごとに、より機知に富むように会

っているが、これは、殺が金貨を苧に入れたり、金の卵を産む雄鶏を苧に入れたりするこ

とによって、それまでの、その日の食べ物にも事欠く状態から脱して、段階的に絡橋にな

っていくことと無縁ではない。このように考えると、貧しく階級の低い者に対する『ジャ

ックと豆の木』というおとぎ話が持っている階級的な協定観念が表れてくる。すなわち、

貧しく階級の低いジャックは、ステレオタイプ的に無教養な愚か者に描かれているのであ
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る。すなわち、今日の夕食にも事欠くような貧しい状態のジャックは、この上もなく憶か

に捕かれるが、ジャックが経法的に捺揺になっていくに従って、彼の知恵もだんだん増し

ていくのである。大男の家への最強の侵入の場面では、ジャックは、大女の自を盗み、い

つもとは違う場所に怒れるという機知を披露するが、ここには、昨品冒頭の懸か者のジャ

ァクの面影は徴嬢も感じられない。その後、ジャックは、大5ちを殺して金の卵を産む雌鶏

と金の竪琴を確実に自分のものとし、それらを使って大金持ちになって、立派なお姫様と

結婚することによって、経済的な上昇のみならず、階級的な上昇をも果たすのである。

階級制度が現在も残存しているイギリスの小説の中には、ピラミッド型の階級社会のは

しごをのぼってv 階級的上昇を果たした者たち（classclimbers）を主人公にした作品が少

会くない。 CharlesDickensのGreatExpectations （『大いなる遺産~）や、 WilliamGo臨時

の The乃惚mid(f1::0ラミッド』）、 Je飴eyArcherのAstheαvwFliesザチェノレ、ンー・テ

ラスへの道』〉は、その例である。階級を登っていく人物を播く小説には、階級的な上昇に

軍る過程を一種の主人公の成長と捉える教義小説や、後らが急激に階級を駆け上がるため

に犯さぎるを得なかった非人間的な行為やそれに停う人間性の阻害をテーマにした小説が

ある。このような視点に立てば、『ジャックと立の木jにおけるジャックも、まさにそのよ

うな階級上昇者のひとりであると替えよう。

『ジャックと豆の木Jから階級的なステレオタイプを排除しようとしていると思われる

作品もある。アメリカのRichardWalkerによるみckand the Beanstalkぜジャックと躍

の木~）においては、ジャックの議しさは，怠惰や惑かさと結ぴつけられてはいない。それど

ころか、この絵本の関頭において、諮り手は、ジャックが決して患け者ではないことを強

調するのである。

I’恐 no主筈uingt;o st世主る＇Ysaying that Jack was lazy. When there was an 

adventure in the offing, he was not lazy at all. But most of the time, he jl脱出da 

註ttlebit of this and a little b誌 ofthat. <7> 

さらに、ジャックも母親も貧しいことを、あまち裁に痛んでいえ主いことが諮られ、食べ

るものがなくなった時も、母親は、絶望に打ちひしがれるのではなく、現実安直視して、

ジャックiこ雌牛を売りに行くことを命じるので為る。この時、母親は、雑牛を高い値段で

売るようにジャックに指治するのも蕊れない。また、ジャックが，怠け者ではないことは、

被が、議朝夜明けと問時に怨きて市場に向かうことにも表れている。

ジャックは、一般的な fジャックと立の木jと同様、雄牛舎立と交換してしまうのであ

るが、その原悶とえ丈ったのは、一般的な fジャックと立の木Jにあるようなジャックの惑

かさではなく、魔法に対する強い興味であることが示される。すなわち、ジャックは、無

教義なためにだまされたのではなくて、子どもにありがちな、あまりにも強い魔法に対す

93 

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



る興味のせいで、雑牛を立とを交換してしまうのである。｛“Well,there was nothing J総主

loved better than ma諺ic,so he handed over Da詰y,給okthe beans and hurried home.”（p. 

9））ジャックは、奇妙な身なりをした男が、雄牛と交換しようと持ちかける時も、冷静に

母の言葉を思い出し、 f錐牛と交換に何をくれるの？ J （“What w温 yougive恐ein 

exchanぎe？”（p.9））という対応をする。このような賢いジャックも、この男の魔法の豆

（“magic beans”）と交換してあげようという設業に、籍法に対する興味と好奇心を刺激さ

れ、雌牛と交換してしまう。すなわち、作者は、ジャックの貧しさを設の知性や教養のな

さに結ぴつけることをどしないで、雑牛と涯との交換の理由を子どもらしい好奇心に還元し

ているのである。従って、この『ジャックと弦の木jの物語には、 Jacobsの『ジャックと

廷の木jには見られる踏級的なステレオタイプが見られないのである。

このように、ジャックの階級の低さが知性の低さに結びつけられていないため、 Walker

による fジャックと立の本Jにおいては、筆者が先iこ指携した、一般的な Fジャックと

の木Jに晃られる、立の木を登る前のジャックと大男の家（Walk.er版では、「城J）に着い

て以降のジャックとの関の大きな稿たりは、顕在化しない。ジャックは、一殻的な rジャ

ックと弦の木Jに描かれている以上に、賢い少年に描かれており、大きくて重い金貨の袋

を地上に持ち帰るための口…プを使った工夫など、彼の知性が際だつように会っているむ

しかしながら、ジャックは、大男の前で、急に賢く立ち回るようになるのでも、経済的に

豊かになるにつれて機知に露むように変化していくのでも会い。ジャックは賢い少年であ

り、立の木を塗る前も後も、ジャックの賢さと機験さは変わらないのである。

伝統的な『ジャックと豆の本Jにおいては、金費に飽きたらずに、金の卵を産む雄鶏や

金の撃選手を盗み出すジャックの貧欲さは否定しがたいが、 Walk.erの『ジャックと豆の木』

においては、ジャックの食欲さは、あまり強く意識されないようiこなっている。大男の金

入癖や残虐性が強調されていることに加えて、再び城に現れたジャックが金貨の袋をもう

ひとつ盗もうとするのを見た金の卵を産むガチョウと砲使いの女性の態度は、ジャックが

大男の宝物を議むのを正当化するのに役だっている。壊での生活がつらく、大変陰気な顔

をしているガチョウ（“ahuge, very gloomy”lookingる1ird＂ヤ.24））は、自分も一緒に連れ

て行ってくれるようにジャックに頼む。（“Ashe crept F腿 tthe giant, the goose looked up 

hopefully and whispered, 'Can I co訟 etoo? I hate誌uphere. You wouldn't need 1:o 

take the sac］ζ出.en. I could lay you鎚 manygolden eggs as you want.，”（p. 30））また、

ジャックに親切にしてくれた老婦人も、おそらくガチョウと持じ理由で、自分もジャック

について行きたいと告げるのである。

ジャックの知恵は、豆の木を伝って追いかけてくる大男から逃れるためにも、大いに発

揮される。ガチョウを抱いた老婦人と金の竪隷を持ゆたジャックが無事に地謡に務くと、

ジャックは立の木をカの践りさ！っ張ってから、一気に手を離す。涯の木はパチンコのよう

にはね、大男は立の木からはじき飛ばされて宇宙に飛んでいく。ここには、一般的な fジ

ヤツクと立の本』の、斧で立の木を切り｛脅し大男を殺す結末れま違って、持を使わず、
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の木をしならせて反動を利用するという、ジャックの知恵のすばらしさを示すと爵時に、

…般iこ f大男殺しのジャックJ(Jack the Giant Kill r）と言われるジャックの殺人のイメ

ージを払拭しようとする縁関が見られる。そのため、大男は、はじき飛ばされてまだ字躍

にいることになっているのである。〈“Hesoared away into space and was never seen 

again. And, as far as I know, he’s st立Ithere，”（p. 37 ) ) 

おとぎ話のジャックが、物語の結末において、大金持ちにな号、お姫様と結婚して潜級

的に大幅な上昇を来たすのに対して、 Walkerのジャックには、階級的な変化は感じられな

V ¥o 

The old woman went insiお初makea pot of tea. Mom put the golden harp on the 

kitchen dresser, and Jack made the magic goose a special hut. He put the sack of 

gold in the cellar and took out a coin whenever he needed to buy something. And 

土helast time I went to visit, the harp played jigs and reel幾多 sowe all had a me官 y

dance. (p. 38) 

ここには、ジャックと母親と域から来た老婦人とガチョウのほのぼのとした幸せな暮らし

が描かれておち、おとぎ話のジャックに見られる、随くことのない食欲さは惑じられない。

また、ガチョウはペットとしても大切にされ、堅議多は、人に聴かせて金を取るためではな

く、生活を楽しむためぷ用いられている。ここには、 Jaco加の fジャックと立の木』に感

じられるふたつのジャック像の帯離もない。また、殺が大金持ちになったという記述もな

く、お姫様と結婚したということもない。そのため、 fジャックと豆の木』に見られるよう

なジャックの露骨な階級的上昇が感じられないのである。ジャックは、貧しいからといっ

て無教義でも懸かでもなく、成功が社会階級の上昇によって象徴されることもないのであ

る。（この作品が、イギリスほどのあからさまな階級制度の存在しないアメリカの作品であ

ることとも多少の関係はあるであろう。）このように、意惰で強かなジャックを働き者で賢

い少年に書き換えたこの作品は、結果として、おとぎ話の『ジャックと立の木』の根底に

流れていた際級的な思定観念を滋じることにもなっているのである。

4. 人種とエスニシティ： 6iantsHave Feelings, Too 

『ジャックと立の木Jiま諮り手によって諮られる物語である。この掛り手は全知の視点

を持った語ち手ではなく、諮り手の視点の範閥は~設定されている。すなわち、諮り手は、

ジャックの登場しない場麗について諮ることは一切ないのである。そのため、 fジャックと

立の木』という物語の真の諮り手は、ジャックではないのかという疑念が生まれてくる。

すなわち、 rジャックと立の木』は、ジャックが、客観的な諮り手を装って、事実を主観的
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iこ、自分に都合良く語っている物語である可能性すらあるのである。 fジャックと立の木J

は、階級上昇を果たした主人公が階級上昇の原点となった自らの青春時代を諮る形式の、

FピラミッドJなどの一人称の諮りの小説において、語り手が、真実会総薮するために自

分にとって都合のいいことばかりを述べ、事実を改ざんし繍集して、もうひとつの物語を

作り上げて、自らの過去の行為に対しての罪の意識を減じようとするのと閉じ携造の物語

であると言えるかも知れない。上に述べたように、 rジャックと豆の木jには、階続上昇的

なニュアンスもあることを考えれば、これはあながち的はずれではないで、あろう。

後のジャックの出世は、設が大男から奪った宝物によるものである。諮られる物語の中

で、ジャックは、残虐非道な入金いの大男から宝物を奪い、大男を退治する。ジャックが

このような略奪と殺人を許されるのは、相手が人間の男の子を食べる食入鬼であるからで

あり、この食入鬼を退治することは、社会正義を守ることにもつながると考えられるから

である。ジャックの行為が正当化されるためには、大男は、人間社会を脅かす絶対的な悪

でなければならず、その悪は、ジャックが代表することになる人間の世界に対して、絶対

的な脅戒を与えるもので、なければならないのである。

このような、自分とは異質な者を略奪の対象としたり、悪と見なしたりするやり方は、

帝国主義の時代に当時の先進国が第三世界で用いた言説でもある。現在でも、多様な人種、

文化、錨f度観を尊重しあうことは、必ずしも饗易ではなく、そのため、アメヲカやイギヲ

スなどでは、あらゆる人の平等な権利を保隙した上で、多様な髄値観を蒋重するための多

文化主義教育が行われているのである。アメリカやイギヲスでおとぎ話の語り渡しが盛ん

に行われているのは、そのような教育的な自的も為ると考えられる。

rジャックと立の木jを題材に、そのような視点のひとつを提供するのが、 G問 nowsky 

による Giant,sHave Feelings, 1bo (W大男にだって感僚はあるよ~）である。この物語は、

『ジャックと立の木』がジャックの視点によって諮られた虚偽の物語であるとして、大男

の棄の視点を通して、大男の側からこの物語を諮り在十設定になっている。ここでは、同

じひとつの事実が、提点となる語り手の違いによって、どれほどの瞬たりを見せるかが示

されているのである。

r大男にだって惑構はあるよjは、大男の識の視点を通して、ジャックと立め本の物語

を提示することにより、 Fジャックと立の木Jに述べられている、大男はその食入癖に象徴

されるような絶対的な慈であ号、一方ジャックは絶対的な善であり、邪悪な大男を退治し

た勇者であるという前提をひっくり迭してみせる。大男の棄が過去者振り返って諮る形式

のこの物語においては、大男；立、『ジャックと豆の木Jにおけるのとは対照的に、人関性豊

かで穏やかな人物として描かれており、一方ジャックは、老夫婦の蓄えを盗み出す悪人と

して描かれている。この絵本の表紙には、金の卵を蔑む雌鶏を鍵しく緩やかな表情で見守

る老人の額が描かれている。いろいろな絵本における rジャックと豆の木jにおける入食

いの大男が、例外なく邪悪で凶暴な表構北措かれるのに対して、この絵本の大男は、援し
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い表情をしており、表紙の絵からは、この老人が『ジャックと立の木』の大男であること

がわからないくらいである。

大男の妻の視点から語られる物語は、ジャックを非人間的な略奪者として糾弾する。妻

は、物語の冒頭で、自分たちはジャックに親切に接したにもかかわらず、ジャックが夫婦

の財産を奪い、大男にひどいけがを負わせるという裏切り行為に及んだのは、彼らが普通

の人間ではなく巨人であるということだけが理由なのだと訴えるのである。

I am sure that the rest of you people living down below are very nice. But that 

ho）月 Jack,is something else. A氏自Iwas so kind to him, he stole企omus, and he 

hurt my husband. All because we are giants! That’s no reason加 takeour 

treasures or to make my husband fall on his head. See what you think. <s> （イタ

リックは筆者）

この物語においては、『ジャックと豆の木』で描かれる大男像とは全く対極にある、優し

く人間味あふれる大男の姿が描かれ、『ジャックと豆の木』における残虐非道な人食いの大

男は、ジャックが自分の行為を正当化するために作り上げたものである可能性が暗示され

る。『大男にだって感情はあるよ』に登場する大男夫妻は、穏やかで優しい表情をした子ど

も好きの老夫婦であり、子どもたちが成人した後、ふたりで平穏に暮らしている。また、

ふたりが所有している金貨は、ふたりが日々の生活を切りつめ、老後の生活に備えて蓄え

たものであり、誰かから奪ったものでは決してない。金の卵を産む雌鶏や金の竪琴にして

も、同様である。

さらに、 Jacobsの『ジャックと豆の木』をはじめ、それにもとづくいろいろな版の『ジ

ヤツクと立の木』においては、大男は、“ogre”（人食い鬼）あるいは“giant”（大男）と呼

ばれ、決して名前を与えられることはない。しかしながら、棄の視点で、描かれる『大男に

だ、って感情はあるよ』においては、大男は、 Herbe此（ハーパート）という名前で呼ばれて

いる。この時、『ジャックと立の木』においては、感情を共有することの出来ない非情な人

食い鬼という絶対的な「他者j で、あった大男が、名前を与えられることによって、ひとり

の個人として物語の中に現れるのである。また、大男の名前が、怪物めいた名前や英語話

者である読者にとって親しみのない名前ではなく、英語の名前になっていることにも、大

男が、身体の大きさは違っても、読者と同じ感情を持つ人間であることが示唆されている

と思われる。

大男ハーパートの妻の視点を通して描かれるジャックの姿も、『ジャックと豆の木』のジ

ャックとはずいぶん異なっている。大男の妻は、ジャックの痩せておなかをすかせた様子

を見て、ジャックを家の中に招き入れて食事を食べさせる。この後、ジャックは、大男が

帰ってくる足音を聞きつけると、おかしなことに、自ら進んで、オーブンの中に姿を隠す。

妻は、ジャックのこの変わった行動を自にして違和感を覚えるものの、ジャックが良から
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ぬことを考えているとは思いもせず、設が恥ずかしがち患であるため、オープンの中に隠

れたのだと善意に解釈する。（“Ishould have known討。tthen that Jack was up t.o no 

筈ood. I just thought the boy was shy. But he w加 n’主 shyabout taking what he 

wanted！”（p. 5））その後ジャックが行った3つの略奪行為などを考えると、好意を三詳した

大男の棄とその好意を裏切って略奪の絞りを尽くすジャックとが、明らかな対比として、

読者に印象づけられるのである。ジャックは、大男のハ…パートがうたた寝をしている問

に、オーブンからこっそちはい出して、後が数えていた金貨を盗み出して家に逃げ帰る。fジ

ヤツクと立の木jで、ジャックが人食いの大男に食べられないようにするために、大男の

妻がジャックをオ…プンの中にかくまうこじピソ…ドは、『大男にだって感情はあるよ』にお

いては、盗みを？はたらく話的で、身を態すためのジャック的意図的な行為として描かれてい

るのである。

ジャックのなした惑は、大男が入金鬼ではなく、穫しい静人として掛かれており、さら

には、ジャックが奪った金貨などが、大男夫婦が年をとって働けなくなった時のために、

日々の暮らしの中で蓄えていたもの（“Hekeeps a close eye on our savings. We have t.o 

閥 .veup for the day when we can’t work.”（p. 6））であることが、語られることにより、

より一層罪深いものに怠われるのである。また、ジャックが窓物を奪ったことを確信した

ハ…バ…トと棄が、それでも人間に対する信頼を持ち続け、 fそのうち出てくるだろうjfき

っと返し記来るだろうj と考えるところからも、大男が非人間的な惑であり、ジャックは

絶対的な議であるという、 fジャックと立の木Jにおける前提が意味をなさなくなるばかり

か、大男が善で、ジャックが惑であるというように逆転すらしてしまうのである。

fジャックと立の本主においては、ジャックは、飽くことのない食欲さのために、再ぴ

大男の家を訪ねることが示されている。 f大男にだって感情はあるよJにおいても、大男の

目を過して、ジャックの再訪の不自然さが描き出されている。棄の自には、ジャック

は以前とは違って、空援のようには見え会いが、ジャック自身はこの議と問じくらい空腹

であると言う。そのため、棄は、また、ジャックを家に入れて食事を与えることにする。

その擦、妻は、金貨の入った袋を知らないかとジャックに尋ねるが、ジャックは話をそら

して答えない。大男が滞って来る気配がすると、今回もジャックは自らオ…ブンの中に揺

れ、大男の宝物を響う機会をうかがう。疑うことをど知らない議i士、この時も、ジャックが

恥ずかしがり躍であるせいだろうと務意に解釈する。

ryャックと豆の木Jの中で大男がロにする、人間をむさぼり食う食入鬼にふさわしい

fイギリス人の車のにおい／生きていようと死んでいようと／そいつの骨安パンにすり込

んでやるJ（“Fee告も－.fum,/Ismell the blood of an Englishman,/Be he alive, orるehe 

dead,/I'll have hisるonesto grind my bread.”（p. 68））という歌の代わりに、この物語に

おいては、棄の料理のおいしさを歌った f女撲の料理はうまい！うまい！うまい！焼いた

ものでも揚げたものでも、毎食必ず女房の作ったおいしいパイ会食べるのさJ（“Fe! Fi! 

Fof Fum! My wife's cooking白日1m! Yum! Yum! Be it baked or be it仕ied,we 
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finish each meal with her tasty pies！持（p.13））という歎が治されている。ここでも、ジ

ヤツクが、大男を入食鬼という残虐非道な鬼に仕立て上げ、自分の行った犯罪行為を正当

化しようとするために、歌の内容を変更して伝えた可能性が示唆されているのである。

今回ジャックが奪うのは、金の卵さと産む雌鶏であるが、このあたりから、ジャックの悪

賢さと食被さが読者に強く印象づけられるようになる。ジャックが雄鶏:a:-盗む行為の悪質

さは、夫婦のペットでもある嫌鶏が産む金の卵が大邦夫惑の老後の生活を支えるための蓄

えとして必喪なものであることが諮られることによって、一嵐強調されることになる。

（“Our little hen helps UB路 .vefor the futureプ（p.14））再び、ハ…パ｝トは、うたた寝

してしまい、妻もジャックがオープンにいるのを忠れてしまっているうちに、ジャックは

オーブンから忍び出て、金の卵を産む峰鶏を盗んで逃ずる。その姿を目撃した妻は、金貨

の袋を盗んだのが彼であり、今度は、雌鶏を盗んでいったことを確信して夫に告げる。

ジャックが金貨と金の難鶏を盗んだことを知った時の大男の返事には、後の人間に対す

る信頼が表れてい

"Oh, dear," Herbert said. "We can only ho抑 thattheもoy'smother will find 

out what he has done. Surel~ろ she will聡 akehim return our things. Maybe she 

will even return them herself.” 

"You’re right，韮erbert，＇’I鰍 id. "When his mother brings back our gold and our 

hen, I’u be here to than]まher.＇’
“Don＇ず worry,"Eま般加政 added. "Everything will work outあrthe bestプ（pp.

18“19) 

ハ…パートは、 fジャックの母親が息子のしでかしたことを知ったら、盗んだ物を返すよう

に寄ってくれるだろうj fひょっとしたら、母親が告分で返しに来てくれるかも知れないj

と言って、ジャックを非難する妻をたしなめる。この場面において、人間性は大努の側に

あり、被の器類を摸切って盗んだ物を迭さないばかりか、再び宝安盗みに演ってくるジャ

ックには、人間性や論理観が全く感じられない。

大男のジャックに対する信頼は裏切られる。再び訪れたジャックは、悪知患をはたらか

せてこっそりと家に忍び込み、夫婦の最後の宝物である金の懸琴を盗んで逃げる。ハ…パ

…トは、 f止まりなさをけ君は盗みをはたらいてるんだぞ！他人の物を盗むのは間違ってい

るということをど知らない訳乙ゃないだろう？J （“Stop! You’re stealing! . . . Don't you 

know it's wrong to steal？”（p. 22））と、ジャックの不道穂な行為をいさめながら、後を追

いかける。その談、 fジャックと豆の木Jと同様、ジャックによって豆の木が切り倒され、

大男は地部に落ちて大怪我をする。

r大男にだって感｛警はあるよ』に措かれている大男記対して、ジャックが行った略奪な

どの行為は、論理的iこ許されない狩為である。なぜならば、 r大男にだって感｛曹はあるよ』
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には、 rジャックと豆の木jには存在していた、絶対的な悪それも人間社会を脅かすような

非人道的な懇の象徴としての大男像が存姦しないからである。この時、ジャックの載IHこは、

大男の宝物を奪い、大男にひどいけがを負わせる行為を正当化ずる理由は、持ひとつ存在

しないのである。

ノ、ーパートの姿は、以下の結末の部分において、ジャックの視点から諮られた rジャッ

クと立の木jの物語を関い直し、ひとつの主観的な視点からのみ語られた物語の危うさを

警告する。

Now we hear that Jack and his mother live well with our答。Id,our hen, and our 

harp. Jack says he took ourぬingsbecause we are mean, old gian紘 Well, 主主aぬ

not釘ue. We were挺'Ddぉぬ抗加3乙

He had no ri諺htto take what was ours or紡 hurtmy husband. Giants have 

feelings, you know. You wouldn’t hurt a giant’s feelings, would you? (p. 25；イタ

ヲックは筆者）

rジャックと立の木Jを大男とその妻の視点で関い直す持、ひとつの事象をジャックとい

う一方の視点から揺る場合の信遊性や饗観性に対する疑いが生じる。ハーパートの棄の視

点によると、人食いの大男から宝物者奪ったー穫の英雄物語のようなジャックの冒険法、

宝物を奪ったことを正当化するために作ち上げられた議偽の物語であることになる。ふた

りの語ち手が、あるひとつのことについて、それぞれの物語を作る時、その真実がどちら

にあるのかは、受け手にはわからない。しかしながら、『ジャックと立の木Jにおけるジャ

ックの略奪行為に対して、現代の読者が感じる居心地の惑さや植民地における先進国によ

る搾取との違認が否定できないものである以上、大男の奈の織ちなす誇りは、 f他者jの側

の視点として強い説得力を持っているのである。

棄の語りは、ジャックが、彼らが fたちの惑い者いぼれの大男と大女J（“m給見 old

giants勺であったために、宝物を奪ったと称していることに異議を唱える。自分たちとは

異なるというだけで、褒しく善良な者たちから宝物を奪い、自分たちと違うということが、

卑劣な略奪行為を正当記する言い訳となりうることの不条理を訴えているのである。また、

ジャックの物語においては、自分の懇練な行為を正当化するために、被害者である大男の

鑓が、惑いイメージを横え付けられ、それに対する征伐の意味を込めて、ジャックの略奪

と殺人の全てが正当化されるのである。このようなレトリックは、日本の f桃太郎』にも

欝んでいる。鬼は、鬼であるというだけで、征伐されなければならない対象とされ、桃太

郎に宝を奪われるのである。このような物語は、康史的に見ても、ある人纏や民族が、患

分とは異なる人種・民族・文化を排床したり搾取したりする擦に、しばしば起こりうる揺

である。これは、多文化国家のような国の中において、少数の人種、民族、エスニシティ

の人々に対して作われる可能性もある一方、国家対国家のレベルでも起こりうるのである。
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また、ジャックに対して脊をなすどころか、自らの会欲さのために、親切で疑うことを

知らない大男夫妻からたびたび財産を奪い、挙げ句の果ては、大けがをさせてしまうジャ

ックの姿に、信国主義時代の先進湖による擁民地における搾敦と略奪のイメ…ジが重なる。

イギリスの作家Josep註Conradは、 19世紀末に著したHeatofDarkness<W関の魁）な

どの作品の中で、アフリカにおけるヨ…口ッパによる植民地支配について、自分とは異な

る f他者jであるコンゴの人々に対するヨーロッパ人の搾取と非人間性を告発したo r関の

奥jには、部…ロッパ文化の象徴とも言える Kurtz（クルツ）が、話一ロッパ文明とは縞絶

された、当時暗黒大陸と呼ばれたアブリカのこコンゴの植民地の開発に出向き、後が自分よ

りも劣った f飽者j と見なす現地人を前にして、彼ら拐手には全知全能の神のようK何で

も出来るという幻想にとりつかれ、搾取と残1義行為の限りを尽くす様子が捕かれている。

fジャックと立の木Jにおいて、この物語が前提としている西洋の中産踏級の自人のキ

リスト教徒の男性の錨艦観からすると、大男は、 f他者j であり、打破すべき対象であり、

それゆえ、搾取し、傷つけてもかまわない存在なのである。大男が、非道で食入癖のある

残酷な性格に搭かれる時、それを理由にして、盗みを犯し、大男会死に室らしめるジャァ

クは、｛可の非もとがめられることなく、悪人惑と懲らしめた英雄として、それにふさわしい

3つの諜美を手にする。大男に押しつけられた非人間性は、ジャックにはみじんもないと

いうのであろうか。この物語会、例えば、ジャックを西洋に、大男を非西洋に例えてみる

と、特に溜や民族の科書が絡んだ場合、現荘でも似たような f他者j に対ずる無理解や排

除や散視が存夜している。人種や広スニシティをはじめする、多様性という視点を失った

時、 f他者j という大男は、常に作り出される可能性があるのである。
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